
４章 「総合的な学習の時間」
との協調



「総合的な学習」の位置付け

• 教科の枠に捕らわれない
–教科横断的な内容
–各教科の視点とは別の切り口で問題を検討

• 地域・学校の特性に見合った自由なテーマ
• ソフトもハードもゼロから出発
• 高等学校では平成１５年４月から実施

–高等学校での事例は、現時点で希少



http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/sougou/index.htm

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/sougou/index.htm


教育現場の困惑

• ソフトもハードもゼロから出発
–なにをやればよいのかわからない

• １年生からの実施を先送りする高校も出現
– （主な原因）
–国立大学の試験科目が増加
–新要領では中学校の教科内容が高校へ回った
ため、時間的なゆとりがない



「総合的な学習の時間」を検索してみましょう

http://www.yahoo.co.jp/

http://www.yahoo.co.jp/


実践的な事例について

http://www.japet.or.jp/index.cfm/4,359,30,html

http://www.japet.or.jp/index.cfm/4,359,30,html


授業形態について

• コラボレーション（多人数）
–グループ学習など（分担作業が中心）
–プレゼンテーション

• 調べ学習（１人）
–問題を分析・整理
–資料の調査、自分の考察を論じる
– 「調べっぱなし」、「調べたつもり」は避ける

• ケーススタディ
–的を絞った問題提起、深い理解を求める



教科「情報」との連携

• ｐ５０ 図４．１参照
• 「総合的な学習」は「情報活用の実践力」とし
て位置づけられている

• 「情報収集」が授業の中心
• 情報の分析、整理、加工
• 情報の表現、伝達、発信
• 情報リテラシーの基礎知識が必要



「総合的な学習」に臨む教員の姿勢

• 教員の創造性
–事例が乏しい
–事例は各学校の特性にフィットしない
–事例に頼りすぎると失敗につながる

• ボーダレスの時代
–学校や日本を飛び出すべきである
–高等学校と中学校・小学校・幼稚園のつながり


